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北秋田市教育委員会 

平成２７年１０月定例教育委員会会議録 

 

１．召集年月日    平成２７年１０月２９日（木） 

 

２．召集場所     北秋田市中央公民館 ２階 式場 

 

３．開会及び閉会   開会：午後１時００分  閉会：午後２時１５分 

 

４．出席委員     委員長：永井 高道       委 員：佐藤 正俊 

委 員：吉田 美樹       委 員：小林 真 

委員（教育長）：三澤 仁 

 

５．欠席委員     な し 

 

６．出席職員     教育次長：長崎 幸雄     総務課長：松橋 久司 

学校教育課長：遠藤 元博    

生涯学習課生涯学習係長：三浦 仁作 

スポーツ振興課長：福田 公人 

総務課 主査：佐藤 礼介（書記） 

 

７．傍聴者      な し 

 

８．報告事項    【教育長報告】 

          （１）１０月の学校の状況 

（２）北教育事務所長の学校訪問 

（３）平成２７年度理科・社会科研究発表会 

（４）市内小・中学生の活躍ぶり 

（５）その他 

 

          【各課長報告】 

           ・１０月の行事報告１１月の行事計画 

 

９．附議案件    （１）議案第３０号  

北秋田市就学指導委員会規則の一部を改正する規則の制定に

ついて 
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10．会議録 

永井委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三澤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは１０月の定例教育委員会を開催いたします。 

 本日は、佐藤生涯学習課長が出張により不在のため、代わりに三浦生

涯学習係長が出席されております。 

 初めに「署名委員」の指名をさせていただきます。 

本日の署名委員は、４番の小林委員にお願いします。 

続いて、次第２番「前回委員会の会議録の承認」です。事前に事務局

より配付されている会議録の内容に訂正等がある方はおりますか。 

それでは、ないということですので、会議録については承認とさせて

いただきます。 

 それでは、次第３番の「諸報告」に入ります。三澤教育長からお願い

します。 

 

 大変寒くなってきました。いよいよ冬囲いなども必要な時期になって

きました。 

 

＜新聞記事等の紹介について＞ 

・フェンシング「長崎（鷹巣西）が初代女王」（10/29北鹿新聞） 

第１回全国小学生フェンシング選手権大会がこのほど、宮城県仙台市

体育館で開かれ、女子サーブルで合川フェンシングクラブの長崎昇子

（鷹巣西６年）が優勝、同エペは双子の姉の東子（同）が７位入賞を果

たした。 

 

・鷹巣南小で表彰伝達式、緑化コンクール学校林の部、全国へ県代表で

推薦（10/28秋北新聞） 

 ２７年度県学校関係緑化コンクール学校林等活動の部で知事賞に輝い

た北秋田市の鷹巣南小学校で２６日、表彰伝達式が行われ、県から賞状

と記念品が贈られた。 

 

・鷹巣中央小創立 140周年記念式典「新しい１ページ刻もう」（10/11秋

北新聞） 

 北秋田市鷹巣中央小学校の創立 140 周年記念式典が 10/10、同体育館

で開かれた。本年度学習発表会と合わせた開催で、保護者や地域住民ら

も参加して歴史を振り返り、さらなる発展を願った。 

 

・米内沢小創立 140周年記念式典「さらなる発展へ誓い新た」（秋北新聞） 
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 北秋田市米内沢小学校の創立 140 周年記念式典が 10/11、同体育館で

行われ、関係者らがこれまでの歩みを振り返りながら、節目を祝うとと

もに、さらなる発展に向けた誓いを新たにした。 

 

・鷹巣西小最後の学習発表会「地域に感謝のステージ」（10/19北鹿新聞） 

 北秋田市の鷹巣西小学校で 10/18、来春の統合を控え最後の学習発表

会が開かれた。児童たちは学習活動を支えてくれた地域への感謝を込め

てステージ発表を行うなどして学びの成果を披露した。 

 

・理科、社会科、児童 179人が研究発表「素朴な疑問に迫る」（10/25秋

北新聞） 

 北秋田市、上小阿仁村小・中学校の理科・社会科研究発表会が 10/24、

鷹巣中学校を会場に開かれた。両科目合わせて 179 人が、夏休みなどに

行った研究の成果を発表した。 

 

・公共施設工事に参加「安全面、異常見られず」秋田市３件、北秋田市

１件（10/23秋田魁新報） 

 秋田市と北秋田市は 10/22、それぞれの市が発注した公共施設の工事

で、旭化成建材がくい打ちを実施していたことを明らかにした。秋田市

は小学校体育館など３件、北秋田市は学校給食センターの１件で確認さ

れた。両市はいずれも「安全面での異常は見つかっていない」としてい

る。 

 

・14 年度いじめ全国調査「『軽微』も対象、大幅増加」（10/28 秋田魁新

報） 

 文部科学省が２７日に公表した 2014年度の小中高校のいじめ件数は、

岩手県矢巾町の中２男子の自殺を受けた再調査で約３万件も増えた。「軽

微で短期間のトラブル」をめぐる文科省と学校現場の認識の隔たりが、

数字になって現れた形だ。教員には認定に戸惑いもあるが、いじめを広

く捉えることが、子どもの変化に気付く端緒になるとの期待もある。 

 

・組み体操で骨折など重軽傷（内外教育） 

 大阪府八尾市立大正中学校で、運動会の組み体操のピラミッドが崩れ

るなどし、過去３年間で８人が骨折の重傷、５人が軽傷を負っていたこ

とが 10/5、市教委への取材で分かった。 
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＜会議資料＞ 

１．「１０月の学校の状況」について。 

（１）児童数・生徒数 

   ・先月比較、小学校：３名増。中学校：増減なし。 

（２）事故報告 

＜児童・生徒の事故＞ 

・小学５年生。母親の運転する車がカーブで車線をはみ出してきた対向

車と正面衝突した。後部座席に乗っていた児童は、シートベルトを着

用していなかったため、衝突時に前部シートに顔面を強打。右頬陥没

骨折。全治３週間。 

・小学５年生。鉄棒で遊んでいて、着地する際に足を滑らせ左肘を強打。

左肘脱臼。全治３週間。 

（３）不登校の状況（９月） 

 ・小学校：２名  ・中学校：１７名（１名増） 

（４）栄光 

・第 61回青少年読書感想文大館北秋田地区コンクール 

 ＜北秋田市小・中学校の入賞点数＞ 

  小学校：計５６点  中学校：計７点 

・第 51回全県花壇コンクール 

 【学校の部】秋田魁新報賞：鷹巣東小学校 

 【モデル花壇】花のまちづくり賞：鷹巣南小学校 

 

２．北教育事務所長の学校訪問（10/23～10/27） 

・訪問した各学校において、先生と子ども達の間で非常にいい雰囲気の

中で授業が行われていた。 

・子ども達はみんな真面目に、積極的・主体的に学習活動に取り組んで

いた。 

 

３．平成２７年度理科・社会科研究発表会（10/24、会場：鷹巣中学校） 

・理科発表者：104名、社会科発表者：75名 

・発表者のほとんどが、大きな模造紙にしっかりと研究内容を記載し、

前を向いて堂々と発表していた。 

・発表者の親御さんはもちろん、祖父母も揃って見に来ていたようだ。 

 

４．市内小・中学生の活躍ぶり 

・北秋田活性化中学生選手権（10/24） 
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永井委員長 

 

 

 

遠藤学校教育課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市内５中学校の生徒が、市内の５つの企業と連携し「どのようにした

ら北秋田市の活性化に結びつくか」をテーマに生徒らが考え、発表した。

発表では、自分たちの考え・アイデアを提言した。 

・伊勢堂岱遺跡「ジュニアシンポジウム」（10/25） 

 “世界遺産「早く実現を」熱い思い会場感動”（10/26北鹿新聞） 

  北秋田市の国指定史跡「伊勢堂岱遺跡」をテーマにした小中高生の

シンポジウムが 10/25、文化会館で開かれた。ボランティアガイドに

参加した児童、生徒が発表し、「素晴らしい縄文の遺跡が身近にあるこ

とに驚いた」「広く伝え、早く世界遺産登録が実現してほしい」などと

遺跡への思いを語った。 

 

私からの報告は以上です。 

 

 ただいま教育長からの報告がありましたが、「北秋田活性化中学生選手

権」の審査委員長を務められた遠藤学校教育課長から、感想など、お願

いします。 

 

 はい。この企画が秋田魁新報社からあった際の話では、これまでは高

校生を対象として実施してきたイベントである、と。しかし、北秋田市

には高校が１校しかないため、学校対抗にはならない。そこで、中学校

対抗で行いたい、というものでした。 

 そもそも私は、「選手権」という競い合う形式というものが、小学生や

中学生にはそぐわないと考えておりますので、この企画は「あまり望ま

しくない」という旨を企画主催業者にお話ししました。ところが、先日、

鷹巣体育館で行われた「北秋田市活性化イベント」の企画の一部である

という話であったので、中止にすることもできない、とのことでした。 

そこで私から主催者に「イベントの性質上、一応、『賞』は付けても、

新聞に掲載する場合は、どの学校も同じように平等に扱ってください」

というお願いをしました。 

それから、最初の話では各賞に賞品として図書券を予定していて、受

賞ランクによって差をつけるということであったのですが、これにつき

ましても、全ての学校を同じ金額にしてください、とお願いしました。 

 もう一つ、賞状についても「必ず参加した全ての学校に授与してくだ

さい」とお願いしたのですが、何故か、優秀賞にしか授与されませんで

した。これについては、少し残念でした。 

 私が中学生の発表の後の講評で強調した点というのは、今回の発表の
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永井委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容が、今後、社会や企業にどう役立つか、という視点ではなく、今回

の発表に向かうまでの過程が大事であるということ。自分達でアイデア

を出し合い、考えて取り組んだということ。そのこと自体に価値がある

ということ。このようなことを強調してお話させていただきました。 

 発表としては、全ての学校とも、緊張している様子もなく、口の開け

方、はっきりした口調、声量などの「表現力」が素晴らしかったです。 

 以上です。 

 

 はい、それでは私から伊勢堂岱遺跡ジュニアシンポジウムに関してお

話させていただきます。 

 ただいま遠藤学校教育課長がお話されたように、子ども達はスピーチ

力を持っていると感じました。おそらく学校での学習の成果が、このよ

うな場で発揮されているのだと思いました。発表された子どもは皆、発

表の仕方も良かったです。 

 それから、子ども達が、自分達を指導してくださった教育委員会並び

にボランティアガイドの方々に感謝しています、というお話もありまし

た。私はこれが非常に印象的でした。 

 問題は、この組織がこれから、どのように継続し、発展していけるか、

ということが課題であると思います。北秋田市としても、今年以上にい

ろいろな形でサポートしていかなければならないだろうと感じました。 

 私からは以上です。 

 

 それでは、教育長からの報告と合わせて、何かご意見やご質問のある

方はおりますか。 

 

 はい。教育長の報告にありました中学校での組み体操でのケガについ

て。 

私も、このニュースを見た時に驚きました。その学校の体育祭の目玉

であったようでした。練習で一度も成功したことがなく、やはり本番で

も失敗して、結果、ケガ人が出たということのようでした。 

 子ども達に「挑戦させる」ということも大事だとは思いますが、誰が

見ても不可能だろうと感じるようなことを実施させるということは、や

はり学校側に大きな責任があるだろうと私は感じました。 

 市内の学校では森吉中学校の体育祭の組み体操を見たことがありま

す。しかし、そこで見たピラミッドは、ニュースで見たものとは違い、

周りで見ている観客も危険だとは感じない、安全に配慮してあり、安心
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永井委員長 

 

 

 

松橋総務課長 

 

 

 

 

 

永井委員長 

 

遠藤学校教育課

長 

 

 

 

永井委員長 

 

三浦生涯学習係

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

して見ることができるものでした。 

 学校は、やはり子どもの安全を最優先に考えるべきだと思いました。 

 

 ほかにございませんか。 

 それでは次の各課長所管事項報告に移ります。最初に松橋総務課長か

らお願いします。 

 

＜行事報告＞ 

・10/20北秋田市校長会もりよし学校給食センター視察 

＜行事計画＞ 

・11/18給食運営委員会（中央公民館） 

・11/26第２回北秋田市総合教育会議（北秋田市役所） 

 

 続いて遠藤学校教育課長よりお願いします。 

 

＜行事報告＞ 

・10/9鹿角市教育委員会視察（鷹巣小学校） 

＜行事計画＞ 

・11/5～11/30北秋田市教育委員、市内学校訪問 

 

 続いて三浦生涯学習係長よりお願いします。 

 

＜生涯学習係・中央公民館：行事報告＞ 

・10/13県北社会教育委員会研修会（鹿角市） 

・10/16秋田県公民館大会（仙北市） 

＜文化係：行事報告＞ 

・10/16秋田県民俗芸能功労者表彰式：鈴木浩二氏（県庁） 

・10/25伊勢堂岱遺跡ジュニアシンポジウム（文化会館） 

＜生涯学習係・中央公民館：行事計画＞ 

・11/11ふれあいプラザ企画運営会議（中央公民館） 

・11/12青少年問題協議会（中央公民館） 

＜文化係：行事計画＞ 

・10/30～11/1北秋田市文化祭【演示】（文化会館） 

・10/30～11/2北秋田市文化祭【展示】（鷹巣体育館） 

・11/3浜辺の歌音楽祭（文化会館） 
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永井委員長 

 

福田ｽﾎﾟｰﾂ振興

課長 

 

 

 

 

 

 

 

永井委員長 

 

 

三澤教育長 

 

 

 

 

 

 

永井委員長 

 

 

 

 

 

遠藤学校教育課

長 

 

 

 

 

永井委員長 

 

 

 最後に福田スポーツ振興課長からお願いします。 

 

＜行事報告＞ 

・10/5～10/6、10/17体力・運動能力テスト実施 

（鷹巣体育館、合川体育館、七日市公民館） 

・10/5、10/19円熟体操ＩＮ北秋田【健康体操教室】 

（合川保健センター、北健康増進センター） 

＜行事計画＞ 

・11/2、11/16円熟体操ＩＮ北秋田【健康体操教室】 

（合川保健センター、北健康増進センター） 

 

 はい。各課長から報告がありましたが、これに関連して、三澤教育長

からも報告があるようです。三澤教育長お願いします。 

 

 昨日、１０月２８日、米内沢小学校の給食のカレーに、異物が入って

いるのを、児童が盛り付けをする際に発見しました。幸い、児童が給食

を食べる前でした。しかし、間違って口に入れていたら、歯が欠けるな

どの事故に繋がっていたかもしれません。 

 これにつきましては、マスコミ等に公表いたします。 

 報告は以上です。 

 

 はい。各課長からの報告と、ただいまの三澤教育長からの報告に対し、

何か質問などございませんか。 

 特に無いようであれば、次に案件に入ります。 

 議案第３０号、北秋田市就学指導委員会規則の一部を改正する規則の

制定について。説明をお願いします。 

 

＜「議案第３０号北秋田市就学指導委員会規則の一部を改正する規則の

制定について」の説明＞ 

・文部科学省からの通知「障害のある児童生徒等に対する早期からの一

貫した支援について」に基づき、組織名称の変更及び組織機能の拡充

を図る。 

 

 ただいまの議案説明について、ご質問等ございませんか。 

 無いようですので、議案第３０号については承認とさせていただきま

す。 
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佐藤主査 

 

 

 

永井委員長 

 

 

 

 

 

 

三浦生涯学習係

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

永井委員長 

 

続いて、次回の定例教育委員会の開催日について事務局よりお願いし

ます。 

 

 次回の定例教育委員会の開催日について 

開催日時：１１月１９日（木）午後１時から中央公民館にて開催を予

定しております。 

 

 次に、（２）その他について、何かございませんか。 

 それでは、私からいくつかお話をさせていただきます。 

 まず１点目。先日の新聞記事に、「伊勢堂岱ガイダンス施設の入館料は

無料にすべき」という内容の記事がありました。これは専門の委員の方

の意見のようでしたが、生涯学習課としては、この施設の入館料につい

ての方向性は出されておりますか。 

 

 担当所管が文化係ですので、詳しくはわかりませんので、私の知って

いる範囲でお話させていただきます。 

 整備検討委員会の中で、大学の教授の話では「博物館なので、無料に

すべき」という意見が出されたようであり、それが新聞記事に掲載され

たようです。それを受けまして、文化係としても、施設の入館料につい

は「無料」という方向で検討しているようです。ただし、まだ確定では

ないです。 

 施設の設置に関する条例案が１２月議会に提案される予定ですので、

それまでには方向性が確定すると思います。 

 

 今後のことをしっかりと考えたうえで方向性を決定していただきたい

と思います。 

 

 次に伊勢堂岱遺跡の世界遺産登録について。 

伊勢堂岱遺跡ジュニアボランティアガイドのお話が、本日のこの会議

の中でも話題が出されました。しかし、伊勢堂岱遺跡の現状について、

大人の私達が、案外、知っていない。情報が少ない、と感じております。 

この伊勢堂岱遺跡が、世界遺産に登録されるためには、まず国から推

薦されなければなりません。さらに、国から推薦されるためには、かな

り難しい条件をクリアしなければなりません。一番の問題は、ストーン

サークルが存在する「遺跡」が当市を含め４つあります。この４つのま

ま、国からの推薦の対象となり得るのか。それとも、場合によっては、



10 

 

４つのうちのいくつかを選択しなければならなくなるのか。 

そのような、厳しい状況にあるということを、我々も知っておかなけ

ればならないと思います。 

 

 続いて、地域の歴史について。 

 北秋田市の広報誌などに、地域の歴史に関する記事が掲載されること

があります。しかし、この歴史に関する記述の内容が誤っている場合が

時々あります。少なくとも、この教育委員会を経由して発行されるもの

については、間違いがないということを、しっかりと裏付けをとったう

えで発行されるものであってほしいと思います。 

 「歴史的な事実」と「作り話の伝承」というのは違うということを認

識していただきたいと思います。参考までに鷹巣文化遺産保存会が発行

している冊子「おんこ」を配付させていただきましたので、後ほどご覧

ください。 

 私からは以上です。 

 

 それでは、これをもちまして、１０月の定例教育委員会を閉じたいと

思います。 

 

 

（午後２時１５分 閉会） 


